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くりはらし

主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容 法
人
化
し
地
域
農
業
を
担
う

　
　
志
波
姫
北
郷

　
　  

佐
々
木
裕
章
さ
ん
御
一
家

　

株
式
会
社
佐
々
木
ア
グ
リ
農
場
の
代

表
取
締
役
佐
々
木
裕ひ
ろ
あ
き章

さ
ん
、
美み

雪ゆ
き

さ

ん
夫
婦
、
子
供
の
玲れ

な奈
さ
ん
、
杏あ
ん
奈な

さ
ん
、

結ゆ

な奈
さ
ん
、
父
の
弘
ひ
ろ
しさ
ん
、
母
の
一か
ず

惠え

さ
ん
の
３
世
代
７
人
家
族
で
す
。

　

平
成
30
年
３
月
に
法
人
化
し
、
志
波

姫
地
区
で
水
田
と
転
作
を
合
わ
せ
て
約

53
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
農
業
の
担
い
手
と

し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
見
据
え
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
背
丈

の
高
い
雑
草
、
雑
木
も
発
生
し
て
い

る
農
地
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
管

理
を
せ
ず
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
は
、

病
害
虫
の
発
生
や
有
害
鳥
獣
の
隠
れ

家
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
近
隣
農
地

や
周
辺
住
民
に
大
変
な
迷
惑
と
な
り

ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

管
理
が
難
し
い
場
合
は
、
お
近
く

の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
農
地

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
地
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
や
農
地

の
違
反
転
用
の
発
生
防
止
の
た
め
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
事
務
局
職
員
等
が
市
内
農
地

を
一
筆
ご
と
に
調
査
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
作
付
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
農
地
の
所
有

者
へ
『
利
用
意
向
調
査
書
』
を
発
送

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
利
用

に
つ
い
て
ご
記
入
い
た
だ
き
１
月
10

日
（
金
）

ま
で
、
同

封
の
返
信

用
封
筒
に

て
返
送
を

お
願
い
し

ま
す
。
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謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
業
務
推
進
並
び
に
農
業
振
興
に
、
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
農
業
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
温
暖
化
の
影
響
で
気
温
が

高
く
、
さ
ら
に
は
台
風
19
号
に
よ
り
各
地
域
で
河
川
の
氾
濫
や
堤
防
が
決
壊
し
、

農
業
へ
の
被
害
が
多
々
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
の
一
日
も

早
い
復
旧
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
12
月
に
T
P
P
11
、
翌
年
２
月
に
日
欧
E
P
A
、
さ

ら
に
本
年
は
日
米
貿
易
協
定
の
発
効
と
、
農
畜
産
物
の
価
格
競
争
が
激
化
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
が
続
き
、
新
規
参
入
等
の
担
い
手
の
育
成
と
確
保
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
遊
休
農
地
の
増
大
や
鳥
獣
被
害
の
拡
大
等
、
農
業

者
の
将
来
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
た
状
況
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
相
互
に
連
携

し
、
農
地
の
利
用
意
向
調
査
の
実
施
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
見
直
し
に
向

け
た
地
域
の
話
し
合
い
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
を
強
化
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
の
新
年
を
迎
え
、
市
民
、
農
家
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　
　
　

７
月
〜
９
月
／
栗
原
市
全
域

（
瀬
峰
地
区
）

栗
原
市
農
業
委
員
会

　
　 

会 

長
　
鈴す
ず

　
木き

　
康や
す

　
則の
り

新
年
の
ご
挨
拶

（
栗
駒
地
区
）

（
若
柳
地
区
）

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９

農
地
利
用
意
向
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
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農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
荒
廃
農
地
の
復
元
作
業
を

モ
デ
ル
的
に
行
う
「
耕
作
放
棄
地
復

元
モ
デ
ル
事
業
」
を
、
今
年
度
も
市

内
３
ヶ
所
に
分
か
れ
実
施
し
ま
し
た
。

各
委
員
は
、
フ
レ
ー
ル
モ
ア
や
草
刈

機
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
合
わ
せ
て
約

84
ア
ー
ル
の
荒
廃
農
地
に
つ
い
て
、

耕
作
が
可
能
な
状
態
ま
で
復
元
し
ま

し
た
。

　

き
れ
い
に
よ
み
が
え
っ
た
農
地
は
、

地
域
の
担
い
手
へ
利
用
権
設
定
を
行

い
、
今
春
か
ら
作
付
け
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

今
回
の
第
３
区
（
栗
駒
・
鶯
沢
・

花
山
）
は
、
11
月
13
日
（
水
）、
栗

駒
鳥
矢
崎
地
区
内
の
荒
廃
農
地
の
復

元
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
委
員
各
自

が
草
刈
機
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
総
出

で
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
見
事
な
田

に
復
元
さ
れ
、
作
業
に
取
組
ん
だ
委

員
に
も
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
今
後
も
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
協
力

し
合
い
、
栗
原
市
か
ら
荒
廃
農
地
が

な
く
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
こ
う

と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

 
耕
作
放
棄
地
復
元
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

　
　
　

11
月
6
日
〜
14
日
／
栗
原
市
内

　
『
社
員
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
職
場

を
目
指
し
て
』
と
題
し
、
有
限
会
社
か

さ
い
農
産
（
岩
手
県
一
関
市
）
社
長　

葛
西
氏
よ
り
、
女
性
活
躍
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

葛
西
社
長
は
、
家
事
や
子
育
て
、
介

護
等
を
行
う
女
性
の
働
く
場
の
確
保
の

難
し
さ
を
知
り
、「
農
業
な
ら
対
応
で

き
る
は
ず
」
と
、
父
で
あ
る
会
長
と
と

も
に
雇
用
体
制
を
構
築
し
て
き
ま
し

た
。
社
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
勤
務

形
態
の
導
入
や
休
暇
取
得
等
、
女
性
が

安
心
し
て
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
組

ん
で
お
り
、
そ
れ

が
、
価
値
観
を
生

か
し
た
商
品
開
発

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
女
性
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い

う
大
変
す
ば
ら
し

い
講
演
で
し
た
。

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
委
員
会

　

女
性
委
員
研
修
会

　
　

８
月
22
日（
木
）／
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん（
仙
台
市
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
千 

葉
　
和 

恵

　

毎
年
恒
例
の
栗
原
市
民
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
４
３
，
５
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
女
性
委
員
会
は
地
産
地

消
の
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成

24
年
か
ら
市
民
ま
つ
り
に
「
地
元
食
材

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」
を
出
展
し
、
試
食
品

と
レ
シ
ピ
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
か
ら
は
栗
原
産
ズ
ッ
キ
ー

ニ
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
回

は
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
ス
ー
プ
な
ど
４
品
の

試
食
を
約
２
，
０
０
０
食
提
供
し
ま
し

た
。
試
食
し
た
来
場
者
か
ら
は
「
さ
っ

ぱ
り
し
て
い
て
お
い
し
い
」「
食
感
が

よ
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
鈴
木
康
則
会
長
は

「
生
産
者
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
市

な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
栗

原
産
ズ
ッ
キ
ー

ニ
は
着
実
に
定

着
し
て
き
て
い

る
。」
と
手
ご

た
え
を
感
じ
て

い
る
様
子
で
し

た
。

市
民
ま
つ
り
で
地
元
食
材
を
Ｐ
Ｒ

　
　

8
月
31
日（
土
）／
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

　

栗
原
志
波
姫
店
特
設
会
場

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
佐 

藤
　
東 

一

復
元
作
業
の
様
子

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９

▲復元作業に取りかかります

▲耕起作業中

▲作業終了。きれいな田によみがえりました。
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少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
今
日
、
未
来
の

地
域
農
業
は
誰
が
担
っ
て
い
く
の
か
、
維
持
管
理
等

を
含
め
、
日
々
を
追
う
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、地
域
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
に
向
け
た
取
り
組
み
は
時

機
を
得
た
重
要
な
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
」
に
向
け
て
取
組
む
中
心
的
組
織
が
顕
在

し
て
お
ら
ず
、
地
域
農
業
の
衰
退
に
拍
車
が
か
か
り
、

荒
廃
農
地
の
拡
大
等
農
地
を
取
り
巻
く
環
境
破
壊
に

つ
な
が
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

今
般
、
農
地
中
間
管
理
事
業
が
見
直
さ
れ
、
行
政

等
が
連
携
し
て
地
域
と
向
き
合
う
姿
勢
は
理
解
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
を
受
け
る
農
業
者
側
の
組
織
が
明
確

で
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
の
中
に
位
置
付

け
、
効
率
的
に
推
し
進
め
る
方
法

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
農
業
の
未
来
図
で
あ
る
「
人

  

　

・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
核
に
集
積
、

集
約
を
進
め
る
た
め
に
は
、
地
域

一
体
と
な
り
取
組
む
こ
と
が
重
要

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
町
村
農
業
委
員
・

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会

　
　
　
　
　

９
月
３
日（
火
）／
遊
楽
館
か
な
ん
ホ
ー
ル（
石
巻
市
）

農
業
委
員

　
吉 

田
　
優 

俊

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
よ
る
農

地
の
集
積
・
集
約
化
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
」
東
京
大
学
大
学
院
の
安
藤
教
授
よ
り
ご

講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
担
当
す
る
地
域
は
、
平
坦
地
か
ら
山

間
地
ま
で
南
北
に
細
長
く
、
稲
作
栽
培
が
中

心
の
地
域
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に

少
子
高
齢
化
・
若
者
の
農
業
離
れ
に
よ
る
地

域
の
過
疎
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
も
、
担
当
地
域
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
出
し
手
と
受
け
手
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
は
受
け
手

の
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
は
、
農

地
の
荒
廃
防
止
・
地
域
農
業
の
活
性
化
の

た
め
、
地
域
全
体
で

話
し
合
い
、
進
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
研

修
し
た
内
容
を
再
確

認
し
て
地
域
に
持
ち

込
み
、
話
し
合
い
の

ポ
イ
ン
ト
に
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

宮
城
県
農
業
委
員
会
大
会

　
　
　
　
　

11
月
８
日（
金
）／
名
取
市
文
化
会
館

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
伊 

藤
　
重 

行

●
宮
城
県
文
化
の
日
表
彰
（
産
業
功
労
）

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
農
地
等
の

効
率
的
な
利
用
促
進
に
努
め
、
地
域
農
業
の
振
興
に
寄

与
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
佐
々
木
　
　
弘
　 

農
業
委
員

　
　
　
及
　
川
　
正
　
一 

農
業
委
員

●
宮
城
県
農
業
委
員
会
大
会
表
彰

　

宮
城
県
知
事
感
謝
状

　
（
永
年
勤
続
20
年
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
）

　
　
　
佐
々
木
　
　
弘
　 

農
業
委
員

　
　
　
及
　
川
　
正
　
一 

農
業
委
員

　
　
　
小
　
野
　
大
　
介 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

受賞おめでとうございます！

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９

◀

佐
々
木
　
弘 

委
員
（
志
波
姫
）

◀

及
川
　
正
一 

委
員
（
高
清
水
）

◀

小
野
　
大
介 

推
進
委
員
（
若
柳
）



くりはらし農業委員会だより5

令和元年度

農業委員会総会開催予定日
※諸事情により、変更となる場合があります。

事前予約のお願い！
（申請・届出・相談など）

　総会開催日や農閑期は、申請や届出・
相談（農地転用・権利移動、非農地証明
など）のお客様で窓口が込み合い、長時
間お待ちいただくことがあります。
大変お手数ですが、農業委員会事務局ま
たは各総合支所市民サービス課産業建設
係に「事前予約」のうえ、ご来庁いただ
きますようご協力をお願いいたします。

農地法第３条
農地の

賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

空き家に付
属する農地
の指定申請

７月 19件（278,059㎡）１件　（446㎡）４件　（2,175㎡）22件（158,859㎡） 11件 （8,284㎡）０件 　 （0㎡）

８月 14件（135,199㎡）４件（8,267㎡）８件（16,038㎡）８件　（55,417㎡） ７件 （9,108㎡）１件（536㎡）

９月 22件（131,656㎡）１件　（143㎡）13件　（6,938㎡）５件　（37,809㎡） ２件　（726㎡）０件 　 （0㎡）

10月 11件　（59,470㎡）１件（1,312㎡）10件（12,238㎡）０件　　　 （0㎡） １件　（123㎡）０件 　 （0㎡）

農業委員会審議状況

1月 2月 3月

１０日
（金）

１0日
（月）

１0日
（火）

２９日
（水）

２６日
（水）

２７日
（金）

申
請
期
日
総
会
開
催
日

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

市内の女性農業者のみなさんが新しい知識
を学び、ネットワークを作るための女子会
を開催します。今回は、栗駒のご自宅でカ
フェを経営されている石本待子さんを講師
にお迎えし、講話をいただきます。

○日　　　時　令和２年２月４日（火）
　　　　　　　午前10時から
○場　　　所　市役所金成分庁舎３階
　　　　　　　　　　　　　特別会議室
○内　　　容　「地域の人との
　　　　　　　　ふれあいを求めて ! ! 」　　

「くりはら女性農業者のつどい」参加者募集！！「くりはら女性農業者のつどい」参加者募集！！「くりはら女性農業者のつどい」参加者募集！！

　郷土料理教室や市民まつ
りのレシピを一冊にまとめ
たレシピ集を作成しました。
市立図書館、JA各支店等
で閲覧できます。
　また、栗原市のホーム
ページからもダウンロード
できます。

◯講　　　師　『カフェ侘びSuke』
　　　　　　　　オーナー 石本待子さん

○対象・定員　栗原市内の女性の方
　　　　　　　２０名程度
○申 し 込 み　令和２年１月 20日（月）まで、
　　　　　　　農業委員会事務局
　　　　　　　　（℡42-1239）に電話でお申し
　　　　　　　　込み下さい。

レシピ集を作成しました！レシピ集を作成しました！

　（https://www.kuriharacity.jp/）

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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　　平成３０年１２月から令和元年１１月までの１年間に賃貸借権を設定した賃借料の水準
（１０アールあたり）は、下記のとおりです。
　今後、農地を貸し借りする際の参考としてご利用ください。

地  区  名 平　　　　均 最　　　　高 最　　　　低 デ ー タ 件 数
金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納 金　　納 物　納

築 　 館 14,800 円 54kg 18,900 円 96kg 10,000 円 10kg 22 件 195 件

若 　 柳 13,500 円 65kg 19,000 円 90kg 3,000 円 29kg 532 件 133 件

栗 　 駒 9,900 円 50kg 19,500 円 90kg 2,500 円 14kg 396 件 334 件

高 清 水 11,200 円 87kg 15,000 円 120kg 7,500 円 54kg 4 件 69 件

一 　 迫 10,700 円 63kg 19,700 円 90kg 2,300 円 15kg 337 件 165 件

瀬 　 峰 11,300 円 55kg 21,000 円 120kg 2,800 円 19kg 329 件 125 件

鶯 　 沢 8,900 円 55kg 12,700 円 60kg 3,000 円 38kg 141 件 34 件

金 　 成 8,400 円 59kg 21,000 円 90kg 5,000 円 26kg 146 件 272 件

志 波 姫 12,100 円 58kg 18,000 円 93kg 4,000 円 18kg 472 件 67 件

花 　 山 4,300 円 34kg 6,200 円 52kg 1,000 円 26kg 47 件 40 件

栗 原 市 11,200 円 57kg ― ― ― ― 2,426 件 1,434 件

栗原市の農地の賃借料情報

※特別な事情などで賃貸借されたデータは除いています。								      
※畑については、提供できる賃借料情報が少ないことから表記していません。						   
※データ件数が少なく前年と大きく変動している地区があります。実際の賃借料を決める際は、周囲の収量や地域の
　実情、圃場の条件等（未整理地、湿田、山間地等）に　合わせて、貸出人と借受人で話し合い決めてください。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
３年に１回届出が必要になります
対象者は期限までに届出ください

贈与税の納税猶予
築館税務署

不動産取得税の
徴収猶予

北部県税事務所

農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ農地の生前一括贈与により納税の猶予を受けている方へ

届出書が送付
（１月末頃）

農業経営を行って
いる等の証明

各総合支所
市民サービス課
産業建設係で、

証明書を発行します。

届出書を提出
（３月15日迄）（３月15日迄）

贈与税
→築館税務署へ

不動産取得税
→北部県税事務所へ

【提出先】

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９

田（水　稲）
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農
業
者
年
金
加
入
者
に

　
　
　

  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

しっかり積立て
がっちりサポート
安心して豊かな老後を

しっかり積立て
がっちりサポート
安心して豊かな老後を

同じ積立でも・・・

貯金は使ったら終わり。
　　　　　農業者年金は一生涯！

同じ積立でも・・・

貯金は使ったら終わり。
　　　　　農業者年金は一生涯！

農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？農業者年金に加入しませんか？
農業者年金は税制上の優遇措置が設けられています

　農業者年金の保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税等の節税
に繋がります。
　また、保険料などの年金資産の運用益も非課税です。
　さらに、将来受け取る農業者年金は公的年金等控除の対象となり、65 歳以上の方であれば、
公的年金等の合計額が 120 万円までは全額非課税となります。

保険料支払いによる節税効果の目安（所得税・復興特別所得税・住民税）

※税率は、所得税＋住民税＋復興特別所得税（所得税額の 2.1%）で算出しており、
　保険料支払後も適用される税率に変動がないものとして試算しています。

課税対象所得 税 率
保 険 料 と 節 税 効 果

月額2万円
（年額24万円）の場合

月額5万円
（年額60万円）の場合

月額6.7万円
（年額80.4万円）の場合

195万円以下

195万円超 330万円以下

330万円超 695万円以下

15.1%

20.2%

30.4%

36,000 円

48,000 円

73,000 円

91,000 円

121,000 円

183,000 円

121,000 円

162,000 円

245,000 円

　

晃
史
さ
ん
は
、
祖
父
母
、
両
親
、
奥
様
、

お
子
さ
ん
（
11
ヶ
月
）
の
７
人
家
族
で
、
水

稲
38
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
か
、
集
落
営
農
転
作

組
合
の
組
合
員
と
し
て
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
は
、
同
業
者
の
知

人
や
父
親
か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
終
身
年
金
で
生
涯
受
給
で
き
る
こ
と

や
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

る
な
ど
、
安
定
し
た
生
涯
賃
金
の
積
み
立
て

が
で
き
る
と
思
い
加
入
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
農
業
の
衰
退
が
進
む
中
、
微
力
な
が

ら
地
域
農
業
を
守
る
た
め
経
営
力
を
磨
い
て

い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

岩
渕　

弘
委
員
）

栗
駒
栗
原　

 

浅 

野
　
晃あ
き 

史ふ
み

さ
ん

　
　
　
　
　
　（

30
歳
）

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９



　栗原市金成地区の金野強三さんは、JA栗っこ金成ふれあい店が閉
店する際に「店舗を経営してみませんか」と声をかけられたことが
きっかけで、平成30年 4月に直売所「菜愛の駅」をオープンしました。
　店内には自家栽培野菜などの食品や日用品雑貨などが並んでおり、
購入品の持ち帰りが難しい場合は宅配サービスを行うなど、買い物
客に好評です。
　強三さんは「お客様は店で腰を下ろしてい
ろいろと話してくれますので、まさにふれあ
いの場です。初めての商売ですが、お客様に
は感謝しかございません。」と笑顔で語って
くれました。  　　　  （取材：多田仁一委員）

直売所 み～つけた!! 直売所 「菜愛の駅」
☎0228-42-1009

〒989-5144　栗原市金成中町13
きょうぞう

さいあい

さいあい

営業時間　9:00 ～ 18:00
定休日　　日曜・祝日

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
の
稲
作
は
猛
暑
の
影
響
で

乳
白
米
が
多
く
、
更
に
関
東
・
東

北
を
襲
っ
た
台
風
19
号
と
そ
の
後

の
豪
雨
は
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
栗
原
も
丹
精
を

こ
め
て
育
成
さ
せ
た
農
作
物
が
冠

水
し
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る
中
、

若
い
後
継
者
が
精
力
的
に
生
産
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
心
強
い
限

り
で
す
。
創
意
工
夫
を
も
っ
て

益
々
画
期
的
な
営
農
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
も
情
報
を

共
有
・
発
信
し
つ
つ
明
る
い
展
望

が
開
け
る
よ
う
地
域
農
業
振
興
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

（
秋
山
憲
義
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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法
人
化
し
経
営
規
模
拡
大
!

若
柳
有
賀
　
鈴
　
木
　
　
伸
　 

さ
ん 

（
41
）

和
　
恵 

さ
ん 

（
41
）

■2020（令和２）年１月１日発行　第42号　■発行／栗原市農業委員会　■編集／栗原市農業委員会だより編集委員会
〒989-5171 宮城県栗原市金成沢辺町沖200番地 ☎ 0228（42）1239 ファクス 0228（42）1249　電子メール nogyoiinkai@kuriharacity.jp

　栗原市では、令和２年 7 月
23 日の任期満了に伴い、農業
委員及び農地利用最適化推進委
員を公募します。推薦及び応募
方法など詳しい内容が決まり次
第、別途お知らせいたします。

お知らせ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
若

柳
有
賀
地
区
に
お
住
ま
い
の
鈴

木
伸
さ
ん
・
和
恵
さ
ん
ご
夫
妻

で
す
。
農
業
実
践
大
学
校
で
知

り
合
い
、
結
婚
し
て
13
年
に
な

り
ま
す
。
伸
さ
ん
は
卒
業
後
、

J
A
栗
っ
こ
に
７
年
勤
務
し

た
後
退
職
し
、
和
恵
さ
ん
の
お

父
さ
ん
が
取
締
役
を
し
て
い
る

「（
有
）
お
っ
と
ち
グ
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」（
登
米
市
）
に

入
社
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
米
、

大
豆
、
多
種
の
野
菜
等
を
作
付

け
販
売
し
、
６
次
産
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
会
社
で
、
こ

こ
で
農
業
経
営
の
実
体
を
勉
強

し
ま
し
た
。

　

和
恵
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
登
米
に

10
年
勤
務
後
退
職
し
、
伸
さ
ん

と
共
に
新
規
就
農
者
と
し
て
志

波
姫
に
農
業
ハ
ウ
ス
を
借
り
ま

し
た
。
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等

を
作
付
け
し
、
更
に
有
賀
大
沢

地
区
に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田

を
借
り
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ

ボ
チ
ャ
を
栽
培
し
順
調
に
販
売

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
３
月
に
は
「（
株
）
伸
和

フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立
し
、
規
模

拡
大
を
し
て
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の

品
種
に
も
取
り
組
み
た
い
と
話

し
て
い
る
、
前
途
有
望
な
ご
夫

妻
で
す
。
今
後
は
研
修
生
の
引

き
受
け
や
従
業
員
を
増
や
し
て

い
く
そ
う
で
す
。

　
　
（
取
材　

岩
淵
敬
一
委
員
）


